
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「携帯・ネット上のいじめ等への対処方法プログラム ―追加資料―」（大阪府教育庁） 

安全利用のためのルールづくり 

出典：「インターネットトラブル事例集（２０２０年版）」（総務省総合通信基盤局消費者行政第一課） 

 

 

 

 



 

 

 
 
今年度、大阪府の事業より図書館教育担当者１名を配置した西堤小学校では、言語能力の育成のため、

学校全体で学校図書館の環境整備を行うとともに、本に親しむ活動や学校図書館を活用した各教科等の

授業づくりに取り組んでいます。まず図書館教育担当者が注目したところは学校図書館の環境です。 
まずは環境整備から始めてみようと春休みなどの期間を利用して先生方に

声をかけて書架の整理から始めました。膨大な書物は決して一人では移動

できません。先生方みんなで協力して計画的に取り組んだ結果、子どもにと

って本を見つけやすい、整理された図書館に生まれ変わりました。先生方

が整理していく過程で、改めてたくさんの種類の本があることを知ること

ができ、授業での活用に結びついたようです。 
そして学校図書館の機能の一つである、「読書センター」としての機能強

化を図りました。子どもたちが見て楽しめる掲示物を貼ったり、休み時間に工作教室を開いたりと、西堤

小学校の図書館改革は続きます。今後は「学習・情報センター」としての機能強化の充実を図るために、

図書館の本を用いて調べ学習ができるような課題を設定したり、読書カードにあらすじや感想を書くこ

とができる欄を設けたりするなど、教科指導との連動を意識しながら取組みを進めていきます。 
校内での組織的な

推進に向けて職員全

体で意識している３

つの合言葉です。 
※「読書センター」…児童の想像力を培い、学習に対する興味・関心  

等を呼び起こし、豊かな心や人間性、教養、創造力等を育む自由な    

読書活動の場（新学習指導要領総則より） 

 

 

「専門家派遣指導による中学校・高等学校音楽クラブ活性化推進事業」 

東大阪市立中学校・高等学校の音楽クラブの活性化をはかる活動の一環で、専門家を派遣する事業を行

っています。内容については、これまでに引き続き関西フィルハーモニー管弦楽団のプロ演奏者の方々が

訪問指導をし、技術力・演奏力の向上につなげていきます。 
今年度は、英田中、花園中、金岡中、上小阪中、長瀬中、布施中、池島学園、くすは縄手南校、日新高

等学校の９校に訪問し、熱心に指導を行っていただきました。演奏する楽器パートごとに分かれ、約２時

間、初めは緊張した面持ちの子どもたちも、プロの演奏を聞いた途端にその緊張が解け、憧れのまなざし

を向けながら、指導してくださっていることを少しでも体現しようと懸命に演奏に取り組んでいました。

実際に専門家の演奏を見ること、音を聞くことは子どもたちが自分の目標を考える大きな刺激となりま

す。子どもたちが積極的に参加し、活動できるような取組みを今後も推進していきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

1「とりあえずやってみる」 

2「みんなでやってみる」 

3「続けてやってみる」 

読書カード 

＜生徒アンケートより＞ 
・悩んでいたことも私の吹き方を見てアドバイスをくださり、できるようになりました。 
・自分の音が好きではなかったけど「自分の音を好きになること」という言葉が心に残りました。 
・私の質問に「絶対にその音を吹こうとする必要はないと思う」という言葉で心が軽くなりました。 

＜顧問アンケートより＞ 
・プロの音を聴き、指導をいただいた子どもたちの音がどんどん変わっていきました。教えていただ

いたことを今後の練習にもつなげていきたいです。 


